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※ TOW-FORTY 85 号からの続編です。※ 

 １９７３年にＱＲＴ状態になりましたが、時々は受信して居ました。 

また、年に１回位はＣＱ誌を購入しては、アマ無線業界の情報収集はしてい

ました。 

７５年に町田市のアパートから東大和市の都営団地にＱＳＹして平屋の集

合住宅だったので、屋根の上にＴＶ―ＡＮＴを設置するのと同時に、５０Ｍ

Ｃの４エレの八木を設営しました。 

ＲＩＧはミズホ通信のＭＫ－６１０の

ＡＭ/ＣＷで２Ｗ機でした、ＣＷモ－ド

がありましたので SSB も受信はできま

した。 

しかし、運用時間は全く取れずログを

見ると、５０ＭＣのＡＭで７５年に５

局、７７年に 8 局、８１年には少し増

えて２２局ですが２～３年に数回の交

信でした。 

それでも再免許手続をした、８２年は復活の兆しがありＪＡＲＬにも入会し

て５０局、８３年は２５局と交信しています。 

今の移動運用で交信する１日分を１年掛かっていた事になります。 

８０年代は会社の同僚から借用した、ＦＴ６２０で５０ＭＣのＳＳＢにＱＲ

Ｖしていましたが、台風で４エレ八木が破損してからはまたも、ＱＲＴとな

りました。 

１９９０年になって子供達も成長し仕事も落着き自分の時間が持てる様に

なりました。 

今度は本格的に開局すべくＣＱ誌を眺めていると、HF+50M の RIG と

50M,144M,430M のモノバンド RIG が誌面を賑わしていました。 

いろいろと検討を重ねた結果。IC－726 と TS-680 の HF+50M の RIG に絞りま

した。早速、秋葉原へ実機を確認する為に出かけました。 
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始めに驚いたのは、小さくコンパクトになっていた事です。 

HF 機で小さくなってとしても、ＦＴ６２０やＦＴ６２５位の大きさと思い

こんでいました。 

また、周波数表示のアナログダイヤルはなくなり、デジタル表示になってい

たことです。更に、驚いたのは周波数の変更をしても、ファイナルのチュー

ニングをするつまみが無い事で、暫くＲＩＧを触った後、店員に「ファイナ

ルの調整つまみ何処にありますか？」と質問した。 

答えは「お客さん、今のＲＩＧにファイナルの調整は必要ありません」でし

た。 

それから暫くして、所沢にある某ＸＸス

ポットへ行ってIC-726とTS-680の価格

交渉の結果、当時 10W 機と 100W の価格

差もあり ANT やローテーターの新調も

あったので、IC-726S に決めました。 

また、50Mhz に関しては IC-726 も 726S

も同じ 10W が決めた理由でした。 

店の主人から「モ-ビルですか」と聞か

れましたが、当時はモ-ビルを全く考えていませんでしたが、後から思えば

当時のコンパクトＨＦ＋50Mhz の RIG で正解でした。 

４エレのＨＢ９ＣＶとローテーターは在庫ありウキウキしながら持ち帰り

ました。そして帰宅後に早速設置して、ＭＫ－６１０で受信しました。 

しかし、IC-726S は在庫が無く首を長くして 1 週間待ちました。 

 １９９０年 7 月２１日、ＪＡ１ＷＯＢが再開局しました、当日のログを見

ると、１２時から１８時の間に１０局と交信しています、６エリアが開けて

いた様で３局とＱＳＯしています。 

そして、９０年の12月末までに143局となり本格的な再開局となりました。 

９０年の１０月に故ＪＨ１ＡＱＺの信太ＯＭと交信していますが、この時に

２４０メンバーの認識はありませんでした。 

また、９１年２月にＪＡ１ＲＩＺの久保田ＯＭが本仁田山に移動した時に交

信していますが、２４０メンバーの認識はありません 
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９１年の２月にＪＡ７ＥＢＴの杉田ＯＭとの交信で、５０.２４０ＳＳＢ 

モービルグループの存在を知りました。 

９１年３月に 50.240SSB モービルグループのロールコールに初参加しまし

た、そして５０ＭのＳＳＢモービル運用を開始しました。 

ＲＩＧはＩＣ－７２６Ｓを固定から外してカムリのダッシュボードに設置 

しました、ＡＮＴは１４４Ｍｈｚの 5/8 が有ったので、５０Ｍｈｚの 1/4 と

して使用していました。 

 ５月の電波伝播実験は六道山から初参加しました。 

実験終了後に入間郡名栗村の蕨山に移動していた、JA7EBT/1 杉田ＯＭの所

まで移動して、50.240SSB モービルグループメンバーとの初アイボールとな

りました。 

その後、２４０各局のアイボールなどでＲＩＧとアンテナを見せて頂き 

ＲＩＧはモービル専用機が多くTR-9300 FT-680 FT-690MKⅡ などが多く

ＡＮＴは 5/8、1/2、3/8 などが多く全長 2m 以上がほとんどでした。 

早速、コメットの 1/2 CHL350 を取付けてグレードアップしました。 

この CHL350 は 50M と 29M の２BAND 対応で IC-726 の HF＋50 のモービル運用

を楽しませてくれました。 

通勤モービル中に 29M で HL や ZL とｺﾝﾀｸﾄが出来ました。 

しかし、固定とモービルの兼用ＲＩＧでは運用が煩雑なので、９２年の

T-ZONE 初売りセールの買出しに、朝 4 時起きして一番電車に乗って店の前

に並び FT-690MK2 の中古を購入しました。 

これで、やっとモービルと固定で別々の運用が可能になりました。 

しかし、FT-690MK2 単体では 2.5W の QRP のため山に移動して 2ELE の HB9CV

などのＡＮＴでＱＲＶするにはＦＢな

のですが、モービルの 2.5Ｗではいくら 

相手局が 5/8ＡＮＴでも厳しいものが

あります。モービル通勤途中にあった、

羽村市のハムショップで FT-690MK2 専

用の１０Ｗリニヤアンプがあったので

これを仕入れてモービル運用も１０Ｗ
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運用が可能となりました。 

また、山の移動運用の 10W で HB9CV は強力な電波なのでパイルを浴びる満足

感が得られました。 

東大和市の固定から羽村市の職場まで約 1 時間のモービル運用では同方向

のモービル局が５～６局いましたので、ＦＢに繋ぐ事が出来ました。 

しかし、都内や神奈川方面のモービル局との交信では、相手がノイズ地帯に

入ると交信困難となる事がありました。 

5/8λにするか、パワーアップにするかを考えた時に、5/8λの 3.4ｍもある

ＡＮＴをモービルに取付けるには、家庭のマッチング調整は困難と考えて５

０Ｗのパワーアップを計画しました。 

まずは、電話級から２アマ以上の従事者免許が必要になるので、２アマの無

線従事者に必要な勉強を開始しました。 

難関なのは、ＣＷの受信でＡ～Ｚと 1～０の符号は電話級取得後に少し練習

したので、覚えていましたが 1 分間４５字のスピードは速く全く取る事は出

来ませんでした。 

１分２５字の３アマスピードから再度やり直しある程度読み取れる所で４

５字にスピードアップしました。 

そして１９９４年に２アマを取得して、１９９５年から５０ＭｈｚはＨＬ６

６Ｖを付加して５０Ｗ出力が可能となりました。 

ところが、この頃からマンション住まいとなった事で固定の４エレ HB9CV 

は１／２λの水平ツェプと３／８λの垂直モービルＡＮＴになりました。 

４エレ HB9CV の可変ビ-ムと１／２λの水平ツェプ固定ビ-ムでは大きな差

がありました。 

カスカス、で聞こえて来る局も可変

ビ-ムなら、41 から 55～57 になる事

もしばしばありましたが、固定ビ-

ムでは垂直と水平を切り替える事し

か出来ませんでした。ＣＱを出して

呼ばれているのは、分かるけど内容

がコ-ルが分からず、呼んで頂いた局

有間峠移動 



に失礼した事もありました。 

この辺りから、移動運用の回数が多くなりました。 

初めの移動運用は、車でロケ-ションの良い所に出かけてＱＲＶしていまし

たが、担ぎ上げでの移動運用も多くなりました。 

ＦＢなロケ-ションからの運用は、なんと言っても、ノイズが少なく受信レ

ベルが上がる事です。 

ＱＲＰ100mw の局が、ＦＢに入感してくることです。 

信号は強力ではありませんが、RS51 のメリット 5 なのです、そしてＱＲＰ

局から「ピップアップして頂きありがとう」の言葉に、こちらも嬉しくなり

ます。 

奥多摩や秩父の低山が中心ですが、山からＱＲＶはとても楽しく、固定での

「ままならぬＨam Ｌｉｆｅ」を移動運用で楽しんでいます。 

ＨＯＭＥ-ＰＡＧＥに移動運用の様子を掲載しています。 

URL はこちらです http://www.geocities.jp/ja1wob/index.htm 

思う様な、ＨａｍＬｉｆｅはなかなか出来ませんが、工夫しながらこれから

も、楽しみたいとおもいます。 

おわり 


